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成は序章と第 i 部「スラップァ体系の学説史的背景j，第 E 部 íf商品による商品の生産』研
究j，第E部 íf商品による商品の生産』をめぐる論争」の 3 つの部分からなっている。 íスラ
ップァ体系の中心は生産価格の理論にある j (205ページ)とする著者にとって中心となるのは，
第五部の第 5 章「スラップァ体系の解釈と評価」および第E部の第 6 章「マルクス経済学から
















第 E 部はその表題の通り I~商品による商品の生産』の研究」である。先づ第 3章「スラッ
プァ体系の形成」では， ~商品による商品の生産』の形成過程を辿ることにより，スラップア
体系すなわち『商品による商品の生産』に表わされるスラップァの理論体系の中心が『商品に
よる商品の生産』の「第 1 章と第 2 章，そして広くとっても第 3 章までに含まれるJ (46ペー
ジ)という著者の見解が述べられる。
第 4 章「スラップァ体系の基本構造」では， ~商品による商品の生産』のうちの第 1 部「単
一生産物産業と流動資本」の内容が解明整理され検討される。少し詳しくみておこう。
第 1 節「はじめにJ に続く第 2 節「スラッファ体系の前提j で， I限界主義的な理論が演ず
る役割がない，そういう舞台装置のうえにスラップァの理論体系は立っているJ (59ページ)
ことを確認したのち，第 3 節「スラップァの生産体系一一一基本モデ、ノレ」では『商品による商品
















































品の生産』の第 2 章第 6 節での議論が，ボルトケヴィッチやリカードの議論との対比において
述べられる。















第 5 章「スラッファ体系の解釈と評価」は 6 つの節からなる。そのうち第 5 節「標準商品と
支配労働」は『商品による商品の生産』の第 5章第43節の検討を中心とするものであり，第 6
節「日付のある労働量への還元」は『商品による商品の生産』の第 6章を整理したものである。
スラッファ体系の中心が『商品による商品の生産』の第 1 章と第 2章，そして広くとっても第
3 章までに含まれるとする著者の立場から問題となるのは，第 2節から第 4 節までの 3 つの節
である。
第 2節「スラップァの想定する経済体系」では，スラッファが生産規模の変化のない経済体





























第 7章「標準商品・標準体系の意義」では，先づ History 01 μlitidal Economy (Vol. 18, 














































補論 2 r リキテンスタインのスラッファ解釈」はリキテンスタインのスラッファ理解に対す
る批判である。
11 
前節で終章「まとめと残された課題」を除いて本書の各章の内容を概観した。本節では筆者
自身の考えを交えて若干気づいた点について述べてみたい。
著者は「マルクスが意識的にとりあげ，しかし十全に解決できなかった生産価格の問題がス
ラップァによって解決されたと考えている。……スラップァの行なった仕事は『価値の生産価
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格への転化』ではなく，それと異なる生産価格の決定である J (91ページ)と述べている。マ
ルクスが価値を前提にして生産価格を説こうとしたのに対し，スラップァは生産の物的・技術
的諸条件から直接に生産価格を導いているのであるが，そうすることによって生産価格は価値
から切離され「転化問題」から解放される点で、生産価格論としてのスラップァ体系を評価して
いるようである。しかしながら，小体系はまさに労働のみが価値を生みだすことを示しており
労働価値説そのものである。この意味でスラップァ体系においても価値と生産価格との関連が
あらためて問題とされなければならないのではなかろうか。
著者は現実体系では価値と生産価格は個々の商品についても総計でみても一般的には異なる
ことから「価値の生産価格への転化」論は誤りであるとみている。しかしそうではない。マノレ
クスも言うように，生産価格は需要と供給により決定される市場価格の変動の中心なのであり，
必ずしも現実の市場で成立するものではない。その意味で生産価格は需要・供給とは関係なく
決定されるのであるから，いわば現実の生産体系を平均化した生産体系において価値と生産価
格との関連を論じればよいのである。現実体系において総計一致命題が成立しないことは「価
値の生産価格への転イ七」論の難点ではないのである。
この点に関しでもう一つ。生産価格に等しい市場価格が現実に成立するとすれば，それを成
立させる需要と供給をもたらす物的・技術的な生産体系が存在するはずである。そのような生
産体系こそが標準体系であると筆者は考えている。誤解を恐れずに言うならば，標準体系のも
とでしか価値は生産価格に転化しないのである。著者とは反対に，標準体系は価値の生産価格
への転化問題において極めて重要な役割を果すというのが筆者の考えである。
スラップァ体系では，ニューメレルが同一で、あるかぎりいかなる「現実体系」でも分配関係
に対応した同一の生産価格が得られる。このことは生産体系のスケールや生産物の量的構成と
は無関係に，生産価格が専ら技術的に決定されることを意味している。生産価格が需要・供給
とは無関係に決るというのは，このことを言っているのである。他方， 1"現実体系」で現実に
成立する市場価格はこのような生産価格ではない。生産価格論としてのスラッファ体系におい
ては「現実体系」は現実の体系の価格を生産価格で量換えたものになっている。このような経
済体系は一体いかなる意味をもつのだろうか。
IV 
以上，筆者にとって若干気になる点はあるけれども，本書は著者の長年の真撃な研究の結果
生れた好著で、ある。充分な文献の渉猟をもとに論争が手際よく纏められていることは，論点が
明確であることと相侯って，本書の論述を刺戟に富んだものにしている。また，スラップァ体
系が精確に辿られていることは本書に『商品による商品の生産』の解説書としての価値をも付
与している。
ありうべき誤解・誤読については御寛恕を乞いたい。
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